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はじめに 
 

本製品を安全に正しくご使用していただくため、本書を必ずお読み下さいますようお願い申

し上げます。 

また、ＬｔＣ Ｓｏｆｔとは弊社が製作した三菱ラダープログラムをＣプログラムに変換する

ソフトです。 

 

 

 

おことわり 
 １．本製品および本書の内容について万一記載誤り、もれなどお気付きの点がございました

らご連絡下さい。 

 

 

 

 

    注意事項 
本製品には一般電子機器用に製造された半導体部品を使用しています。半導体製品を使用し

た製品は、外来ノイズやサージ等により誤動作もしくは故障する可能性がありますので、ご使

用になる場合は、万一誤動作、故障した場合においても生命／身体・財産などが侵害されるこ

とのないよう、装置としての安全対策に万全を期されますようお願い申し上げます。 

！ 
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１．概要 

  本書は東京電気技術工業製「ミニ制御盤ＣＢＴ－０８０８」の仕様を記しています。 

 

２．ＢＯＸ外形図／仕様説明 

  １）外形   ： ２３０（Ｗ）×１６０（Ｄ）×６６（Ｈ） 

  ２）材質   ： ケース アルミ 

         ： 前後面パネル アルミ 

  ３）色    ： 本体：ブラック、パネル：シルバ 

  ４）使用温度 ： ０～５５℃ 

 

 

TDG

  

 
 

各部品名称 

 ①モニターＬＥＤ 

 ②ツールポート（TOOL PORT） 

 ③電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 

 ④ヒューズ（３Ａ） 

 ⑤電源ケーブル接続コンセント 

 ⑥入力／出力ポート（IN／OUT） 

  

前面視 

③ 

① 

後面視 

側面視 

⑤ 

④
② ⑥ 

《CBT-0808外形図》 
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３．各部品機能説明 

１）モニターＬＥＤ 

 ボックスの正面パネルにＬＥＤ１８個を配置しＰＯＷＥＲ、ＰＬＣ ＲＵＮ、入力、出力の状

況をモニターできます。 

 

          《モニターＬＥＤ正面図》 

 

 

 

 

 

 

                        

①ＰＯＷＥＲ ＬＥＤ説明 

  ＡＣ１００Ｖ電源が正常に供給時点灯します。 

②ＰＬＣ ＲＵＮ ＬＥＤ説明 

  ラダープログラムが動作時点滅します。 

 ③ＬＥＤとラダーデバイス割付表 

モニターLED 
ＩＮ側 ＯＵＴ側 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 Y0 Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6 Y7 

 

２）ツールポート（TOOL PORT） 

 プログラム転送、デバッグ用のツールポートです。使用できるケーブルはＴＤＧ製「FlashROM

書込ケーブル」を使用して下さい。（詳細は８．FlashROM書込ケーブル）を使用して下さい。 

 

３）電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ説明 

 ＯＮで汎用治工具コントローラが起動します。 

 

４）ヒューズ（３Ａ） 

 供給電流オーバーの時ヒューズが切れます。切れた時は筒型ヒューズ３Ａを交換して下さい。 

  

代替品：筒型ヒューズ φ５．２×２０ｍｍ （ＡＣ１２５Ｖ ３Ａ） 

 

注意．ヒューズ交換時は必ず電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

 

５）電源ケーブル接続コンセント 

 付属の電源ケーブル（２ｍ）を接続してください。供給する電源はＡＣ１００Ｖ（５０Ｈｚ

／６０Ｈｚ）を供給してください。 

 
０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ６ 

０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ６ POWER 

PLC 

RUN 

ＩＮ 

ＯＵＴ 
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６）入力／出力ポート（ＩＮ／ＯＵＴ） 

  ①入力仕様 

入力仕様 

入力点数 ８点 ２４Ｖフォトカプラ絶縁(共通コモン) 

定格入力電流 ４ｍＡ 

駆動電源 ＢＯＸ内部ＤＣ２４Ｖ電源 

出力仕様 

入力点数 ８点 ２４Ｖ非絶縁（共通コモン） 

出力方式 オープンコレクタ出力 

許容電流 ０．１Ａ／1点 

駆動電源 ＢＯＸ内部ＤＣ２４Ｖ電源 

コネクタタイプ Ｄ－Ｓｕｂ２５ピン 

使用コネクタ ＨＤＣＢ－２５Ｓ（ヒロセ電機製） 

取付可能ネジ ミリネジ（Ｍ２．６） 

 

  ②コネクタ仕様 

 

 

 

 

 

 
ピンＮｏ 三菱デバイス ピンＮｏ 三菱デバイス 

１ ＣＯＭ（＋） １４ ＣＯＭ（＋） 

２ Ｘ００ １５ Ｘ０１ 

３ Ｘ０２ １６ Ｘ０３ 

４ Ｘ０４ １７ Ｘ０５ 

５ Ｘ０６ １８ Ｘ０７ 

６ Ｙ００ １９ Ｙ０１ 

７ Ｙ０２ ２０ Ｙ０３ 

８ Ｙ０４ ２１ Ｙ０５ 

９ Ｙ０６ ２２ Ｙ０７ 

１０ ＣＯＭ（－） ２３ ＣＯＭ（－） 

１１ ＮＣ ２４ ＮＣ 

１２ ＮＣ ２５ ＮＣ 

１３ ＮＣ 

 

③入力回路 

  下図を参考に配線をして下さい。 

 

《入力回路図》 

    外部       CBT-0808側      

 

 

             

  

 

 

 

USER PORT 

内部回路 
X07 

～ 

COM(-) 

X00 

789 1234510 611 1213 

17161514 1821 2022 25 24 23 19
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  ④出力回路 

   下図を参考に配線をして下さい。 

 

 《出力回路図》 

 

    外部       CBT-0808側      

 

  

             

  

 

 

 

 

 

Y0 

COM(+) 

Y07 

～ 
内部回路 

L 

L 
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４．プログラム開発手順説明 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾗﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをCﾌｧｲﾙにｺﾝﾊﾞｰﾄする。 

（TDG製三菱版LtC Soft使用） 

《TDG製LtC-Tool_MRｿﾌﾄ》 

「ｺﾝﾊﾟｲﾙ／ﾘﾝｸ」を実行 

「書き込み」を実行 

ｿｰｽをｺﾝﾊﾟｲﾙ/ﾘﾝｸする。 

（ﾙﾈｻｽ製 orｲｴﾛｰ製ｺﾝﾊﾟｲﾗ必要） 

CBT-0808 

TDG製 

LtC-Tool_MR 

ソフト使用 

三菱電機製 GX-Developer

でﾗﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成／保存 

「ソースに変換」を実行

注意．USBｶﾞｰﾄﾞｷｰを取り付けて下さい。

USBｶﾞｰﾄﾞｷｰを取り付けていない時はｴﾗｰ

終了します。 

TDG製FlashROM書込ｹｰﾌﾞﾙを使用して 

CBT-0808内部フラッシュ ROMにプログラ

ムを書き込みます 

GX-Developerを使用して

ﾗﾀﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

修正時は①へ 
⑥ 

TDG
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５．三菱版ＬｔＣ Ｓｏｆｔ使用可能デバイス一覧表 

デバイス デバイスコー

ド 

デバイス範囲 デバイス点数 

入力デバイス   Ｘ 00000～003FF（16進） 1024点 

出力デバイス   Ｙ 00000～003FF（16進） 1024点 

内部リレー   Ｍ 00000～04095（10進） 4096点 

タイマ   Ｔ 00000～00511（10進） 512点 

カウンタ   Ｃ 00000～00511（10進） 512点 

データレジスタ   Ｄ 00000～02047（10進） 2048点 

インデックスレジスタ   Ｚ 00000～00015（10進） 16点 

システムデバイス   ＳＭ 00000～01023 1024点 

 

６．三菱システムデバイス対応一覧表 

システムデバイス  内 容 

SM400  常時ＯＮ 

SM401  常時ＯＦＦ 

 SM402  ＲＵＮ後１スキャンのみＯＮ 

 SM403  ＲＵＮ後１スキャンのみＯＦＦ 

SM410  ０．１秒クロック 

 SM411  ０．２秒クロック 

 SM412  １秒クロック 

 SM413  ２秒クロック 
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７．GX-Developer設定説明（ﾙﾈｻｽ製ｺﾝﾊﾟｲﾗ／ｲｴﾛｰｿﾌﾄ製ｺﾝﾊﾟｲﾗ共通） 

 ①GX-Developerを起動して以下の初期設定を行ってください。 

メニュー「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」→「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ新規作成」を実行して以下の設定を行って下さい。 

     ＰＣシリーズ：ＱｎＡＣＰＵ 

     ＰＣタイプ：Ｑ２ＡＳ（Ｈ）Ｓ１ 

     

 

 ②ラダープログラムの作成／編集を行って下さい。 

  
注意．プログラムの「ＭＡＩＮ」は変更しないでください。 
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③ラダープログラムの保存 

     GX-Developerの「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」→「ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前を付けて保存」を実行して下さい。

下記のウィンドウが表示しますのでＰＲＯＪＥＣＴ名（任意）を入力して「保存」し

て下さい。 

 

 

④プログラム開発はLtC-Tool_ MRを使用して下さい。 

 操作の詳細については「LtC-Tool_ MR取扱説明書」を参照して下さい。 

注意．LtC-Tool MRを使用時は必ずＵＳＢガードキーを取り付けて行って下さい。取り

付けていない時にはエラー終了します。 
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８．ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブル説明 

 ８＿１．各名称説明 

   ＣＢＴ－０８０８へのプログラム書込はＴＤＧ製「ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブル」を

使用して下さい。 

 

   ＴＤＧ製ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブル図 

 
    DSUB9PIN                      MILｺﾈｸﾀ 10PIN 

 
開発ﾊﾟｿｺﾝ側   CBT-0808基板側 

 

 

 

   ①「ＢＯＯＴ⇔ＵＳＲ」ＳＷ 

    ＦｌａｓｈＲＯＭ書込モードを切り替えます。 

        ＢＯＯＴ側：ＣＰＵをＦｌａｓｈＲＯＭ書き込みモードにします。 

    ＵＳＲ側： ＣＰＵをプログラム実行モードにします。 

   ②「ＲＥＳＥＴ」ＳＷ  

CBT-0808をＲＥＳＥＴできます。 

③「Ｈ８⇔ＳＨ」ＳＷ 

    ＳＷをＨ８側にして下さい。ＳＨ側では正常動作しません。 

   ④「有効⇔無効」ＳＷ 

有効で「ＢＯＯＴ⇔ＵＳＲ」ＳＷ、「ＲＥＳＥＴ」ＳＷ、「Ｈ８⇔ＳＨ」ＳＷが有効に

なります。 

無効で「ＢＯＯＴ⇔ＵＳＲ」ＳＷ、「ＲＥＳＥＴ」ＳＷ、「Ｈ８⇔ＳＨ」ＳＷが無効に

なります。誤操作禁止ができます。 

   ⑤Ｄ－ＳＵＢ９ピンコネクタ 

    開発パソコンの通信ポートに接続して下さい。 

   ⑥ＭＩＬコネクタ１０ピンコネクタ 

    ＣＢＴ－０８０８（TOOL PORT）に接続して下さい。 

 

 ８＿２．ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブル接続手順説明 

 手順１．安全の為、ＣＢＴ－０８０８の電源をＯＦＦして下さい。 

    手順２．以下の図の様に接続して下さい。 

 
  

  差込む    ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブル 

 

 

 

 

BOOT 

USR 

RESET H8 

SH 

有効 

無効 

ＳＷ操作 ＳＷ 

④ ① ② ③ 

⑤ ⑥ 

CBT-0808側 

J1 

TOOL PORT 
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９．ラダーオンライン操作説明 

①ＦｌａｓｈＲＯＭ書込ケーブルを開発パソコンとＣＢＴ－０８０８（TOOL PORT）に接続し

て下さい。 

  

②GX-Developerを起動して以下の設定を行って下さい。 

（１）「メニューのオンライン」→「接続先指定」を実行して下さい。 

 
 

（２）「パソコン側Ｉ／Ｆ」→「シリアル」をダブルクリックして下さい 

   ＣＯＭポート：実際に使用されるＣＯＭ番号を指定 

   ボーレート：19200bpsを指定 
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（３）「ＰＣ側Ｉ／Ｆ」→「Ｃ２４」をダブルクリックして下さい 

   形名：AJ71QC24N 

   局番：０ 

   パリティ：奇数 

 
（４）「他局指定」をクリックして下さい、確認ウィンドウが表示しますので「はい」を指

定して下さい。 

（５）接続確認の為「通信テスト」をクリックして下さい。以下の画面が表示したら接続

終了です。 
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（６）「メニューのオンライン」→「モニタ」→「モニタ開始」を実行して下さい。モニタ

ステータスが表示され、画面上のラダープログラムのデバイスに現在の状態が表示さ

れます。 
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１０．ＣＰＵ基板プログラムバージョン確認 

 ＣＰＵ基板へ転送したプログラムのバージョンとコンパイルされた日付、時刻を

GX-Developerの一括デバイスモニタリング（１６進）で確認できます。 

 

割付デバイス一覧（GX-Developerの一括デバイスモニタ（１６進）で確認できます） 

割付デバイス  内 容 

D2040  バージョン情報（LtC –Tool MRで入力したバージョンを表示します。） 

D2041  西暦 ２×××年 

 D2042  月  ××月 

 D2043  日  ××日 

D2044  時  ××時 

 D2045  分  ××分 
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   お問い合わせ先 

 

 

 

 

  

 電気・電子・コンピュータ応用  
 

 

自動制御の総合メーカー      東京電気技術工業株式会社 

    〒152-0031東京都目黒区中根 2-12-2 

TEL03-3723-3631 FAX03-3723-9404 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@tdg-net.co.jp 

URL http://www.tdg-net.co.jp 


